
わが国では，飼料自給率の向上と水田

の高度利用の観点から，稲をロールベー

ルサイレージなど稲発酵粗飼料として利

用することが始まっています（写真）。東北地域でも稲発酵粗

飼料のロールベール生産が広がりつつあります。

さて，この稲発酵粗飼料のロールベールですが，品質を判

定する場合に１つ問題があります。それは，ロールベール内

での籾の分布が偏りやすいために，品質を判定するのに不可

欠な全体を代表するサンプルが得にくいという問題です。事

実この仕事を始めた頃，ロールベールの成分分析には苦労し

たものです。そこで，このような問題を解決するようなサン

プル作りの方法（サンプリング）を検討しました。

《混合サンプルを作ること》

図１のようにロールベールの表面（②，⑤，⑧以外の部分）

と芯の部分（②，⑤，⑧）からサンプルを取って調べたとこ

ろ，成分の指標値（乾物率，籾含量，pH）はいずれも大きく

ばらつきました（表１：サンプル①～⑨）。このようなサンプ

ルをそのまま分析してもロールベールを代表する成分値を得

るのは難しいと思われました。ところが，ロールベールの上

部，中央部，下部の３カ所分のサンプルを等量（同じ重量，

または適当な大きさのビーカーに入れた時の１杯分）ずつ混

合して新たなサンプルを作ったところ，上記の成分の指標値

だけでなく，紙幅の関係でここには示していませんが，有機

酸，繊維成分，粗蛋白質などの成分値のばらつきも小さくな

り，代表的な成分値を得られたと考えられました（表１：等

重量混合法及び等体積混合法）。

《たかがサンプリング，されどサンプリング》

この結果からは，稲発酵粗飼料のロールベールは，上部，

中央部，下部に当たる最低３カ所からサンプルを採取し，混

合した上で分析に用いる必要があることがわかりました。こ

のような方法を用いれば，あまり労力をかけずにサンプリン

グでき，しかも少数のサンプルでロールベールを代表する成

分値を得ることが可能です。このような結果は一見何でもな

いように見えますが，たかがサンプリング，と思ってはいけ

ないと痛感しました。

4
研究情報

たかがサンプリングと思うことなかれ
－稲発酵粗飼料のロールベールの品質評価－

畜産草地部　飼料生産研究室

田中　治
TANAKA, Osamu

5

写真：稲発酵粗飼料のロールベール
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図1：稲発酵粗飼料ロールベールのサンプリング方法
（サンプリング部位：①～⑨）
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表１：稲発酵粗飼料ロールベールの乾物率，籾含量及びPH
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